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区全体計画の考え方1

各地域に共通の課題について、区役所が地域と協働して、取り組みます

　平成２０年度から２１年度にかけて開催した「地域別懇談会」で、各地域に共通する課題が多く出さ

れました。これらの課題解決に向け、区役所が区全域を対象に行う取組をまとめました。

人口の推移や区民意識など、神奈川区を取りまく状況を反映します

　高齢者、子ども、障害者といった、地域での支えや見守りを必要とする人の数

が増えています。

　転入者が多く、その多くが２０～３０歳台の若年層であり、地域でのつながり

が少ない層が増えていると考えられます。

【人口等の推移】
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区民３,０００人を対象とした意識調査で、「地域での支えあいについて」伺いました。
（平成２０年度）

「４つの柱」と「10の目標」を導き出し、目標に向けた取組をまとめます

　「各地域に共通する課題」と「区を取りまく状況」から、「４つの柱」と「１０の目標」を導き出しました。

それぞれの目標に向けた区役所の取組を計画としてまとめています。

　「自分や家族が困ったときに、してほしい手助け」は、「災害時の手助け」が

最も多く、「見守りや安否の確認」が２番目でした。

　また、「支えあいを必要としている方への支援をしたい」と考えていても、時間の余裕や活動に必要

な情報がないという理由で、実際の活動にはつながっていない人が多いと考えられます。

【区民意識調査】
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　地域別懇談会などへの参加が少ない子育て世代や障害者団体、ボランティア団体などへのヒアリング、

アンケートを実施しました。

● 子育て世代からは「地域の子育ての情報や子育て中の友達をつくるきっかけがほしい」

● 障害者団体からは「地域から、障害者がどこにいて、どのように接したらよいのかわからないと
　言われるので、自分たちから情報発信することが大切」

● 福祉施設やボランティア団体からは「施設や団体が地域と支えあうこと、団体同士が連携し、
　活動に役立てることが重要」

など、ネットワークづくりを求める意見が多く出されました。

【関係団体・当事者ヒアリング、アンケート】
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